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は じ め に

昭和42年に諏訪館跡、南陽寺跡、湯殿跡の各庭園の環境整備を行って以来10年たち、この間

皆様の終始変りませぬご協力をいただきまして、第 2次 5ヶ年計画も、はは予定通り完了する

ことかできました。この10年間の発掘調査、整備事業によ って、朝倉氏の館跡、家臣団の屋敷

跡及び町並、 寺院跡等を明らかにし、またその標示に大きな成果をあけることかできました。

この成果を皆様に知 って いただこうと、県立岡島美術記念館のご好寇によ って、特別史跡『一

乗谷朝倉氏遺跡』発掘整備事業10周年記念展を開催しましたところ、おもわぬ好評を博しまし

f‘ ヽ 0

本年度の発掘調査は、瓢町、共同墓地予定地、出雲谷の 3ヶ所について行い、武将達の日常

生活の一端を、また中世建築物の多様性を語る貴重な査料を得ることかできました。

環境整価事業は、寺院跡と館前について行いました。これまで実施した整備は戦国時代の町

並や生活の理解に役立って いると思いますか、これからも施工方法や標示に十分配慮し、また

憩の場として一層の充実を計り皆様のお役に立ちたいと思っております。

なお、今年度事業の実施にあたりまして、文化庁、特別史跡一乗谷朝倉氏遺跡調査研究協議

会、奈良国立文化財研究所、福井市教育委貝会の関係各位のご指導とご協力をいただきました。

また、城戸ノ内をはじめとする地元皆様の調査、整備事業に対するあたたかいご協力に心から

感謝の意を表しまして、発刊のごあいさつといたします。

昭和52年 3月

朝倉氏遺跡調査研究所 i可 闊i、 糸屯 之；



第 18次調 査（瓢 町）

今年度の発掘調査は、従来の城戸 ノ内中心部から北へ離れた地点に重点をお き、第18次は伽

井市城戸ノ 内町字瓢町、面粕約2500m'について発掘調査を実施した。調査は、昭和51年 4月 1

日より始め、同年 7月28日をも って発掘作業並ひに一部の立面図、土陪図の作成を終え、そ の

後、好天候をま って、同年 8月23日より 3日間をかけ 、空中与：真測品を実施した。それをま っ

て同月27日甕などの逍物収容作業を行い、すべての発掘作業 を完了した。

今回の調査は、「瓢町」（ ふくべまち）という字名の特殊性に注目し （谷内の字名 ・通称は一般

的に家臣団等の名にちなむもの、寺院等にちなむものである ）、また 、この地の地割 も他の地区

に比し、比較的小さく不規則であるため、他の調企地区との相異点か追構 ・辿物等から裏付け

られるか否かという点に主眼をおいた。調査の結果、逍構・遣物共にあまり残存状況も良好と

はいえす、そ うした可能性を含め、現在は出土逍物等の整理 ・検討中である 。以下その調究概

要を報告する 。

発掘された逍構 PL. 3-7 第 2~ 5図

調壺地は、東の一乗谷川へ向って段状に傾斜し 、西の山裾から舌状に張 り出す 2つの微高地

に挟れている 。この中の水田畦畔等を考慮し、東西60m・南北40mの発掘区を設定した。また

町割等の確認のため東 ・西 ・南へ各 2本のトレンチを設けた。発掘 ・実測方位は真北に対し北

で約16゚ 束へ振れているか、以下ては発掘 ・実測方位に従い、山側を西、 川側 を束として記辿する 。

調査の結果、検出した主な逍構は、道（通）路 3、石柏溝28、井戸 6、石柏施設 9、礎石建物 6

等である 。発掘区の中は 3段に分かれ、そのため逍構か分断されることか多い。 しかし大別し

て 3時期に分けられる点は他の調壺と同様である 。ここで全体的層位関係にふれてお〈 。ます

第 I期とは、ここでみる最古の逍構群であ って、道路 SS 621とはかなりの方位のすれを持っ

て東へ流れる溝 SD 638・647等に代表される 。これらの示す方位と西部上段にみられる溝等の

逍構群との間にはかなりのすれ （約16゚）かみられる 。しかし、 SD 630の東端は、 SD638・639 

に合流しており、同時並存期のあ ったことは確実てある 。第II期追桃群は、西部においては、

SD 630の存続期までをさす。東部ては、大半か削平されており、一部 SD 651等を残すのみ

てある 。第lll期とは 、SD630か廃絶し 、新たに SD633か設附された時期であ って、SX 7 

06・709・710等に代表される時期てあり 、これか朝介氏滅亡時まで存続した。束半においては、

第II・ lll期については不明な点か多い。西半においては、第II・ lll期共に、嵩上けされた様子

が顕著である 。以上の様に 、時期区分し、 主要逍構について概説する 。

S S 621 発掘区の南辺に沿って検出された東西方向道路である 。第 1期から第lll期まで存続

するとみられるか、東半においては第Ill期に当る上層は削平されたようである 。 トレンチによ
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って確認した所見によれば、その幅は側溝を含め約 6m （道路面は約 5m)であり、中程に幅

約 2mの砂利敷面 SX 698を持つ。（ 同様の逍構か第17次調査において検出されている。）

S S 622 発掘区西端で一部検出された砂利敷逍構て、南北方向道路とみられる 。現時点では

第Ill期面のみの検出である 。道路幅は約 5mとみ られるが不明な点も多い。

S S 623 東北部で検出された逍桃で第 I期に屈する 。小砂利面、境界を示すとみられる石列

かみられ、また側溝 SD647を持つ ことから 屋敷内の通路と考えられる 。幅は約 1.2mである 。

SD 624 道路 SS 621の側溝で、道路北辺に沿って西から東へ流れる 。現在は 1~ 2段の側

石を残すか、 SS 621と同様、東半においては上層の削平か考え られる 。第 I期から第Ill期の

逍構てあろう 。中央付近で道路 SS 621を横断してきた溝 SD625と合流し、幅か倍となる 。

すなわち合流前は約20-30cmであるか、合流後は80-90cm幅となる 。これまで検出された溝の

中で最大級の幅を持つ溝である 。

SD 627 南西部に位置する第II・ Ill期の遺構である 。西端から東へ向 って約 6m流れ、北へ

折れ直に再び東へ約 5m流れ、再び北へ向い、段の中位か ら先は不明となる 。幅約20cmである 。

SD 628 S D 627の北約 5.4mに位置し、同様に東へ流れ、南へ折れ SD627の曲折部に合

流する 。 この SD 627 ・628の 2つの溝と 西を走ると 考えられる道路 SS 622によ って、はは方

形の区画を形成し、この中には数個の礎石も検出されている 。

SD 629 西半のほぼ中央を西から東へ流れる溝で、第 I期から第Ill期まで存続する 。はぱ中

主要遺構時期別一覧表

逍 構 番 号
期 別

遺 構 番 万ロ．
期 別

第I期 第II期 第III期 第1期 第II期 第III期

S S 621 SD 648 1-

S S 622 に一ーー・ I・・i SD 649 一S S 623 ~, 1 ---叫 SF 680 日ー
SD 624 SF 681-683 ―l 

に一● ●叫

SD 625・626 S F 684-687 ~9 99 999 1 ~ ．．．叫

SD 627・628 SE 674 1-

SD 629 SE 675 一SD 630 SE 676 細•--- 1 --1 

SD 631 に• -- l一l SE 677-679 -・--囀
SD 633・634 I I S X 706 一SD 637・638 ----.... S X 709・710 I9-

SD 639・640 ト 1 S X 714 ト・l

SD 641 一 S V 696 1-

SD 642・643 に一―“ . ---叫 SB 670 一叫 ~ ー・· • 

SD 645 '-I SB 672 一I
SD 647 に 1 SB 673 1,＿l 
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間て9:J1曲する点も SD 627と同様てある 。かなりの深さを持ち、嵩上けしなから使用されたと

名え られる （第 5図参照）。 段の所て削平されその先は不明となる 。輻は約20cmてある 。

SD  630 S D 629の北に位骰し、西から東へ流れる第 I・ II期の溝である 。この溝は、哨一

下段の逍桃面と辿続し、 全体的時期関係を決めるポイントとな った。すなわち束端で SD639 

と合流する 。この溝を I・ II期 とし、上府をlil期 として時期を定めた。伽は約20cmである 。

SD  633 S D 630のすく北に位附し、はは平行して西から束へ流れる 。 I・ II期の SD630 

に代ってlil期に設けられた溝である 。幅は約20cmてある 。中央付近で多鼠の土鈴か出上した点

は注目すべきであろう 。

SD  638 北方から南へ向 って流れ、はは中央て屈折して束へ流れる第 I期の溝である 。当初

はSD 639を通ってほは直進していたと思われるか、後世一部屈折させ現イ「みる形とな った。

理由は明らかでない。伽は約30-40cmである 。

SD  641 SD 638の南北方向部とはは平行して流れる第 I期の溝てある 。南から北へ向 って

流れていた様子 もみられるか不明な点もある 。この溝と SD 638の間 （約 9m間隔）の区訓は 、

多娼の土帥質土器片を含む土で丸ド地 (J:'［土） されていて、その原さは30-40cmにおよふ。

SD  647 SD 638の東西方向部とはは平行するように西から束へ流れる第 I期の溝である 。

北辺に前辿の通路 SS 623か位協している 。この溝と SD638に挟れた区画内では、後世の削平

のため一部の検出てはあるか、かなり炉った礎］［建物迅桃 SB670・672・673の 3棟かみられる 。

SB  672 ・673 東北部て検出された第 I期の礎わ建物てある 。この 2棟は隣接して建つ。規松

等不明な点も多いか、はほ 5尺 を 規Iりとして計画されてしヽたとみられる 。方位は、ここを区画

する SD 638・647と同しとみられる 。また、 SB 673の西辺には輻約 1.2mの通路状の砂利敷

遺構 SX 733か存在し、この追構の西辺は SB 672の現存礎石列と 一致している 。

SE 674・677・679 井戸は 6)よ検出されているか、崩れたりしているために底の確認か困難な

3枯を除き、この 3*'よを完掘した。いすれもかなり深く、 5~ 6 m を計る 。いすれも石柏で、

底は、かなり強固な岩盤面となり、そこから柏み上けられている 。立面図については、現府実

験的に写真測絨の応用を試みている 。

SF  680~688 石柏施設である。深さ 30-50cm、-））形を呈する 。用途はは っきりしない。はは

どの調介区においてもみられる追構てある。一般に溝 ・屋敷周辺に集中して存右するもの、建

物に隣接するものに大別される 。lti―祓穴とか、淵桝等の要索をもつと考えられる 。 またこれら

のうちいくつかは 、何 らかの上部構造を有したと名えられる礎石様の石を四隅に持っている 。

S X 706・714 越前焼の猥か連続して配附された沿構てある 。 SX 706は第lil期、 SX 714は

第II期にJ属する 。SX 706は製の底部か 6個現存しており、さらに底部の圧痕か 2個存{lする 。

それらはほぱ90cmクリ／ドて配されている 。すなわち東西 2.7m、南北 3.6mとなる 。梨の肩

部最大径はほぱ90cmてあることから、密接していたとみられる 。ここては、 10個体利度分の批
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の出土かあるとみられるか、正確な個体数は今後の追物整理の結果をみなければわからない。

固囲に礎石も数個みられることから何らかの上部構造か考えられる 。何かの貯蔵庫と考え られ

る施設てある 。 SX 714も同様の間隔をも って梨か並んでいる 。

S X 709 ・710 笏谷石（ 火山礫凝灰岩）切石を配した第lil期の追桃である 。 SX 709は火使用

の施設とみられ、 16-20cm X 22-28cm X 35-40cmの笏谷石を径約 1mの円形に配している 。石

は強く火を受けていて、また焼土か多贔に有していた。あるいは同規校の施設が南北に 2つ並

んでいたとも考えられる 。 SX 710はあまり火を受けた様子はみられす、内部に笏谷石製鉢（径

64cm、深さ 16cm)を配する 。用途は明かてないか、 1つの考え方として、 SX 709をカマド、

S X 710を灰等の力き出し場とみることもできよう 。またこれらは周囲の礎石上に建つ建物内

に存存したと考えてよかろう 。

以上、主要辿構について概説してきたわけであるか、最後に全体を通して若干の考察を加え

まとめとする 。

この地区には、これまで調査してきた他の武家屋敷にみられない、 2 • 3の注目すべき特徴

が認められる。第 1は、多数の溝とその小ぎざみな屈曲にある。 また、直ちには一屋敷として

断定出来ないか、この区画内は、かなりのレヘル差をも って利用されていた点も一つの特徴て

ある 。ます、溝か、 屋敷を区画する SS 621とかなりのすれを持って配されている点を考えて

みよう 。一面には、やはり周囲の地形に制約されたとみられる 。すなわち、西の山裾は、緩か

に舌状とな って、この地区の南北に張り出し、束面のみ一乗谷川 （北へ向って流れる ）に向 っ

て緩傾斜をも って開けている 。このことから、全体的に水の流れか東へ向い、多少北へふれる

点は理解て苔る 。 しかし、何故、中途で小さ〈屈曲するのか不明である 。建物等の配罹に関連

すると想定されるか、逍構の残存状況か悪いためなんともいいかたい。こうした全体的状況と

ともに注目すべき点かある 。それは、西の上段の逍構群である 。 SX 706に代表される様に、

越前焼の甕かかなりまとま って、規則をも って配されており、倉庫的要素かうかかわれ、また、

S X 709・710にみられるように、カマドとみ られる逍構か存在する 。そして井戸もみられ、こ

れらか、溝で小さく区画されている 。こうした点を合せて考えてみると、この一画は 、台所等

を中心とする、きわめて日常生活臭の強い何かを感しさせる 。こうした遺構か群として検出さ

れた点は重要であろう 。

ここで、最後に、今回の空中写真測量に ふれておこう 。写真測量は他の測鼠に比し、作業か

迅速で粕度にむらかな〈、また写真により種々の観察・判読か出来る等の利点を持っており、

最近各種の文化財調査に応用されている。今回は、好天を待って昭和51年 8月23日より基準点

測量を行い、 25日ヘリコプターによる空撮を行った。成果として加、協の縮尺の平面図を得た。

作業はアジア航測株式会社か行った。作業器機のテータは下記の通 りである 。

撮影ヘリコ プター 川崎ベルkH-4型JA7564 
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撮影カメラ 西独ツアイス社製RMK-A15/23

図化機 スイスウィルド社製オートグラフA-7 

当遺跡における航空写真測量は今回か始めてのことであり 、経験不足からくる改善の余地も

みられるか、そうした点は、今後克服出来ると思われる 。

発掘された遺物

第18次調査の結果発掘された遺物は、越前焼、土師質土器、 青磁、白磁、染付等の陶磁器類

を中心とし、これに少塁の金属製品、石製品、木製品を伴なう 。現在査料整理か未了であり、

数羅的には不明たか、全体的な遺物の組み合わせは、これまでの調査と大差かないと考えられ

る。

以下、各々について、その概要と、 2、 3の気づいた点を述べたい。

越前焼 PL. 8、第 6図

甕は、 SX 706、 713、 714、 731等、腰まで埋設した遺構より出土した大甕か主である 。

PL. 8-1は、 SX 706、 2は SX 731出土のもので、ともに口径80cm弱、器裔90cm程の大

甕で、 2石弱の容量をもつ。越前焼の大甕は幅 7cm程の「たたら」と呼ばれる帯状の粘土の積

上げによって作られる 。これらの我では約16段を積んでいる 。また、肩に 「本」 字 と格子目を

組み合わせた押印と、ヘラ書きの記号をもつのか原則である 。具体的な用途は不明だが、 1 

の甕には、ヒビの部分に和紙と漆で目張りしてあり、液体を入れたことは明らかである 。

壺は、中形のものか多い。第 6図 3、4は、井戸 SE 677の底より出土 したもので、いずれ

も5~ 6段の紐作りてある 。 4は、底に下駄印と呼はれる回転台の痕跡を残す。 小壺では従来

「お歯黒壺」と呼はれる双耳壺か、注意されているか、 5、6のように肩の張った、すんぐり

とした器形のものかかなりあることかわかる 。口緑は中形の壺同様、 2条の凹線をもち、 6

のように弱い片口をなす例もある 。これらの壺も 5~ 6段の紐作りで成形され、肩にヘラ書き

の記号をもつ。

摺鉢、浅鉢は、概報VIやV11で述べてきたような、一乗谷では一般的なものか主体のようであ

る。

緒桶は、 PL. 8 -7のように、木製の桶をまねて作られている 。口径23.5cm、器高15cmで、

胴にタガとして 2本の紐かめぐる 。上の紐は断面 3角形、下は、指頭により上下から交互に押

さえて波状をなす。また口縁も内と 外から交互に押さえ、ひだをなしている 。

薬研は、概報V11で述べた武家屋敷出土例と同形の破片か 1例認められる 。 「サイゴー寺」で

も2例あり、 一乗谷では、少数ではあるがそのセノトの中にいつも存在するようである 。

挿図 1は、越前焼の大形の壺の肩部の破片で、ヘラ書きの文字か認められる 。 「口仁六口」

と読め、意味は不明である 。一乗谷内の越前焼で、略号や花押状のヘラ記号以外のヘラ書きを
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挿図 1 越前焼線刻銘拓本

土 師質土器 PL. 9 第 6、 7図 9~36 

もつのは、サイゴー寺出土のヘラ書きによ

る略画 2例と、本例のみである 。前者は、

既に述べたように蔵骨器と考えられる 。

第6図 8は、無頸壺で、おそらく水指と

考えられる 。胎土は非常に鉄分か多く、よ

く焼き締っている 。全体をロクロで成形し

ており、内面にはその痕を残す。越前焼と

似ているか、他の産地の製品の可能性か強

〈、現在、胎土分析を行っている 。

土師質皿か最も多く、特に石組溝 SD 639、SD 638、SD 641に囲まれた地区より大量に

出土 した。その組成比は不明なから、 主体をなすのは、従来の分類に従えば、 B、C、D類と

観察てきる 。この中で、今までに確認された法麓を大きく外れる例を認めた。第 6図 9は、 02

類とした整形技法の延長上に製作されているか、口径36.7cm、器高 5.2cmと非常に大きい。同

様の破片は数個体分か確認されており、 1尺以上にもなる大形のクループかあると思われる 。

一方、第 7図27は、 B類の小1IIlに属すか、口径 2.9cm、器高 0.9cmと非常に小さい。タール痕

も認められす、また法量からも実用品とは考えにくいものである 。24、25もG類に分類できる

か、口径6cmに集中していた従来の法最を上回り、また調整も粗雑にな っている 。今後の類例

の増加をま って検討したい。

土釜は、 19、20に代表される 。器形の細部に若干の差はあるか、技法、法鼠共に標準的なも

のである 。今回出土 した土釜の中、 5例の口縁部に、ヘラ書きの記号か認められる 。19のよう

に井枠状のもの 3例、 20のように 2本線のもの 2例てあり、後者と同じ記号は、サイゴー寺出

土例や、武家屋敷出土例 （概報VII)に見られる 。また、今同は、土釜の出土数か多いことも注

意され、現在までの整理による50個体にさらに増加すると考えられる 。

壺は、大形のもの (21、22)と小形のもの (23) とかあり、いずれも手づくねで作られ、ロ

縁部のみをナテている 。21は外面胴部か、細かく剥離している 。

器台又は手焙 34は低い闇台をもち、羽釜のようなつはと口縁をもつ。全体は手づくねで作

られ、口縁、つは、高台をナテ‘‘つけている 。用途は不明だが瓦質陶器には、少し大きい、よく

似た器形のものかあり 、火を用いている 。同様のものと推定される 。

28-30は、いすれも土師質土器の脚部で、上部には浅い杯部がつくと思われる 。粗末な手づ

くねで、先端部たけをナテている例か多い。図示した 3種類ガあり、中でも 29か多い。用途は

不明だか、灯明1Illをのせる燈台の可能性をもつ。
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llll又は杯に 3足をつけたものか数例認められる。 これには、 31のように枯土土をつけた簡単

なものと、 33のように此質香炉の 3足と同形に丁郊にはりつけたものかあり、後者は大形に多

いようである 。

35は天目茶碗を模したような碗形で、口緑部もかえりをもつ。26は、小皿の口縁を指頭て、

内側につふして装飾としたものて、共に 1例たけの特殊な器形てある 。

36は土錘で、重さ 73.2g、中央に丸棒であけた直径0.6cmの穴か貫通する 。

PL. 9上段は、歪ませた枯土板をそのまま焼いたもの (10-13)、粘土玉の中央を少し指で

凹ませたもの (14)、焼き 歪みか強い破片 (15-18)等、いすれも商品としての搬入に疑問かあ

るものを比めた。これらは、先述の土師質土器の集中する地区から得られた査料てある 。

瀬戸・美濃焼 PL. 10 第 8図 挿図 2 

灰釉製品は、各種の

ll11か主体で、碗 (40)、

片口鉢、 香炉等を伴う 。

皿の見込には、印花か

押され、菊花、カタバ

ミ、タチバナ等か認め

られる 。

鉄釉製品では、いつ

ものように天目茶碗か

主体である。第 8図42

は、腰の丸い、 口縁ヘ

開いた鉄釉の香炉で、

初見のものである。全

／ ，、
9‘/ 

‘’/ 

9 -

37 

●、ヽ
‘:
9"
”.‘

38 

゜
5cm 

・ー・-つ-ユワ 、ア4..て: 3 9 

体を優れたロクロでひ 挿図 2 瀬戸・美濃焼製品

き、底は糸切り、 3足をはりつけている 。釉は濃い黒褐色で、腰までかかる 。43は茶褐色釉の

瓶で、底の大ぎい舟徳利風の器形である 。腰以下は露胎で、鬼板の化粧かけが底までかかる 。

底はヘラ切りである 。内面は姦胎で、弱くロクロ目を残す。 PL.10-37は小杯で、麿j台削り

は天 目茶碗に共通する 。腰も同じで、ヘラ削り後、鬼板て化粧かけされる 。38は、肩の落ちた

小壺で、内外面に鉄釉かかかる 。腰以下は露胎、段をつけた底部は糸切りのままてある 。39は

水滴で、小さな耳と注口かはりつけられているか、注口は貫通していない。底は陥没しており、

糸切り痕を残す。この 3点は一乗谷では比較的少ない器秤である 。

これ以外では、図示できなか ったか、 2個体の鉄釉四且壺ガ注意される 。特にその中の 1点

は、非常に優れたロクロ技術で端正にひかれ、上手の祖母懐の茶壺と思われる 。
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瓦 質 陶 器第 8図44~47

小形の香炉か多く 、いすれも円形、菊花、菱形等の押印を胴にもつ。特に44と45の押印は同

じものか「サイゴー寺」 出土例にも認められる 。器形は簡形のものと、口緑か外に肥厚するも

のとかあり、どちらも削り出しの 3足をもつ。

信 楽 焼 PL. 10 第 8図48

桧垣文をもつ壺の肩部破片である 。社石の吹き出しの少ない、鉄分の多い土て、茶褐色によ

く焼き締っている 。 「路」 と呼ばれる、 信楽焼独得の小形壺であろう 。一乗谷内からは、これ

までにも信楽焼と推定される壺か数個体認められているか、大形の壺か主てあり、本例は、出

雲谷出土の水指と共に投重な例てある 。

残り 漆入りの椀 PL. 10-53 

口径12cm程の椀に入れられた使い残しの漆か固化して、椀形か保存されたもので、椀本体は

残っていない。漆は見込部分て厚さ0.4-0.5cm程に層をなし、肉眼による観察でも、 15-20)酋

を識別てき、長期間、大塁の漆か使用されたことかわかる 。「漆は下地漆で、このように大きい

器に多屈に使うのは、職人のようにかなり専業的に漆を用いる場合てある」 との沢口滋氏より

教示を受けた。一乗谷では過去の調在により、使い残しの漆かカワラケに小品残存していた例

かあり、この場合は 「サビ漆」であることや、緑等から、 一般に見られる磁器や硯等の接合修

理に用いられたと理解してきた。

スサ入焼土塊 PL. 9下段

土帥質土器を大量：に出土した同じ）屑より 1半出したもので、 10-20cm大の塊力、多い。少屈のス

サと砂を机く含んたものて、原形や原位附は不明てある 。採集された閲は、コンテナハ ／卜に

2.l不程度であるか、未発掘部分にもまた認められる 。これ らの破片は 、全体に火を受けて内部

まで赤いか、特に原表面と考えられる部分は、暗紫色て強く熱を受けていると観察される 。ま

た、 PL.10に見られるように、 窯体の狭間又は、窓と推定できる丸いrtt1面をも つ部分も認め

られ、何軒かの武家屋敷やサイコー寺等で出土した通常の建染の壁体とは異る 。

この観察は、土帥質土器の項で述べたように、 ①従来の調壺による器種の法贔や組成と花し

く異ること、②小形皿の出土量か非常に多く、又、油痕やタール痕をもたない個体か大半を占

めるらしいこと、③ミニチュア品やfんだ粘土板、焼き歪み晶等、搬入されてくる商品とは考

えられないものか認められること等と呼応して、この場て土帥質土器の生産か行なわれていた

可能性をもたせる 。

また、前述した残り漆のあり方の問題も加えて、 「瓢町」 （ふくべまち）という一東谷にあ

っては特殊な地名をもつこの一画において、かなり専菓的に土帥質土器の生産や、漆に関連し

た生産にたすさわ っていた職人、工房の存在を問題として提起てきる 。今後の本格的な査料整

理の結果によ っては、こうした一乗谷、城戸ノ内の構造そのものを再検討する必要かあろう 。
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第19次調査 （城戸ノ内共同染地用地）

第19次調杏は、福井市城戸ノ内町字八地谷43-1番地の城戸ノ内地区共同秘地造成申開に伴

なう事前調在として、昭和51年 8月2日から同月 4日にかけて実施した。調査面柏は、396m'て

ある 。

調在地は、逍跡の中央西部に開口する八地谷の奥部南麓に位賀する 。この付近には、小さな

屋敷跡と考えられる平坦地か階段状に群在しており、調査地もその一画にある 700m'はどの平

坦地で、かつては水田とな っていたらしいか現在は杉林とな っている 。

水田として開田されたため、逍構は大半か削平されており、所々にわすかにその残部かみら

れるにすぎなか った。検出した主な逍構は、石組の排水溝 2、集石 1、石列 lである 。

SD  746 調森地区北部で検出した南北方向の石組溝。南から北に流れる溝で、南部はすてに

削られ、北は調査地区外にのびていたため、3.8m分のみ検出した。幅30cm・深さ 20cmで、 20cm

長の石を側石に使用した溝であるか、西側石の大半は抜きとられていた。

SD  747 調壺地区南寄りにある東西方向の石組溝。幅20cm、深さ 20cm。東は調壺地区外にの

びていて全規模は不明。 1 m分のみ検出した。

S X 748 

S X 749 

調査地区中央にある径20cmはどの自然石の梨石逍構。性格は不明。

調壺地区東端部にある南北方向の石列。15cm長の石を 1列に並ぺたもの。性格不明。

逍物は、染付、 白磁、土師質小llllの細片か少籠出土したのみで、みるべきものはなかった。

ト
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第20次発掘調査 （出土谷）

第 2次 5ヶ年計画の蚊終年度は、下城戸及びその周辺を明らかにすることを、その目標の 1

つにしていた。 しかし、下城戸は民家と接しているため発掘調卦かてきす、字名出玄谷にある

武家屋敷跡を選んた。この地はやや高台にな っており、旧河川敷たった水田面とは約 3mの比

高差かあり、下城戸とも近く、軍事的にも重要な位附を占る 。出塞谷 とはこの武家屋敷裏側

（東）の谷をさすか、『朝倉始末記』によ って 「出塞」 なる人名をさかすと 「魚住出毒守」と「朝

倉出祖守」を見出すことかできる 。なお春日神社所有の古図には、発掘調一介地区にあたると推

定される所に 「魚住出雲守」 とかかれている 。

発掘調在は、伽井市城戸ノ 内町字出雲谷 2~ 4番地について昭和51年 8月11日から昭和51年

12月20日まで行い、調森面柏は2200面である 。

発掘された迅構 PL. 12・13・14 第 9 • 10図

今回の調壺では、礎石建物 3、掘立柱建物 l、石組溝15、石柏施設 3等か検出された。 しか

しはは全面にわたって削平されておリ、迅構の残存状況は悪か ったか、第 l （古）第II （新）

の2時期に分けることかできた。

以下それぞれの概要について辿べる 。

SB  750 第II期の東西 1間(6.7m)、南北 6間 (12.5m)の掘立柱の建物である 。束西方,,,]は

6.7mもあるのに杜間は 1間しかない。粕壺したにもかかわらず、棟通り杜穴は検出てきなか っ

た。従って最初からなか ったと名える 。また、南北両端Itilと北方 2間を除〈、中央 3間の東西

方1(l]柱通りは不ぞろいで、各柱間寸法もそれぞれ異った他をホすか、建物てあ ったことは1甘l辿

いない。柱根は 8本残っており直径か20cm程度の丸柱て、材はケヤキかブナと推定される 。柱

穴の大きさは直径80-90cm、深さ 80-90cmである 。柱穴の1}叫方内は焼土や灰で埋られていた。

大部分か削平されているので、 SB 750か、屋敷内で最大の建物とは言い切れないか、 15次調

査で検出した礎石建物 SB 405とはは同じ規模であ ったことは注邸を引く 。

SB  751 南北 4間(4.7m)東西2.5間(4.8m)の礎布建物てある 。削平されて礎石は 5個しか

残っていないか、礎石抜取 り跡を検出することかできた。従って村間寸法は推定たか、 194cm(6

尺 4寸）を単位と考えることかてきる 。西側については、 SB 751のための盛上力、後世に削り

取られた形跡かある 。礎石建物 SB 715には、 1"I柏 溝 SD 754とSD 760か廻っている 。 SB

751とSB 756とは層序から同時期に存イ！した建物と考えることかてきるか、 SB 750の地盤か

20cm程高く、桁行方向で約 2゚ のすれかある 。

SB  752 発掘区南側に検出された第II期の礎石建物であるか、残存状態か悪く規模等は全く

不明である 。現存する限りでは束西 7.2m、南北 5.7mを測る 。なお SB 752に伴う溝器は一
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切検出されなか った。

その他 SX 789や SX 792のように、礎石と名えられる石か分散して残っているか、規松や

方向等は全く不明である 。

SD 759 発掘区束端から束西に流れる第II期の溝で輻70cm、深さ40cmを測る 。南側には 2~ 

3段の石柏か残 っていたか、北側にはそれらしいも のは検出されなか った。行先については不

明てある 。溝は灰の混った糸Illい砂質土て埋っていた。

SD  754、SD760 いすれも第II期のものて、礎石建物 SB 751をとりまく仁組溝である 。

石積は自然石を粕み重ねただけの乱雑な粘み方てある 。 SD 754は南側ては SB751に平行た

か、東側ては東南方向に 10゚開き、 SD 760も西北方向に開いている 。 SD754か、 SB 751と

方向か一致しない点については、 SB751の西方でその下層に十字の線刻か入った礎石列 SB

806かあり、この下層の建物 SB806にSD 754かほは平行していること、またこの溝か SB 7 

50の下層の溝 SD756を合せていることから SD754は第 1期からのものてあろう 。 SD755 

も第 1期からの可能性かある 。

S X 777 SB 751の北にある束西｝j団の伍柏逍桃てある 。 自然石を2~3段栢み重ねたもので

SB 751の方向と一致する。 SX 777の両端近くで駒頭を検出した。下半分か埋め込まれてお

り、東から米た水を上にあけるためのものてある 。なお駒珀の所に SD769かつく 。

S X 800 1. 7 m X 1 mの石組内に小砂利を敷 きつめたもので、側石は立ててある 。第17次調査

ても、 SB 523に接して検出されている (SX 536)。溝のそばにあり、水を使用する何らかの

施設であろうか。

SD 761、SD762 はは東西に流れる第II期の石組溝で、 SD761とSD762は現状では削

平されて離れているか、もともとはつなかっていたと考えられる 。

SD  757 発掘区南嬬を東西に11いて流れる第II期の石組溝で、東南隅で南に曲 っている 。西

半分は石か全く残っていなくて溝底かわすかに検出された程度であった。東南隅の残存してい

る石組から、屋敷内の溝に使用されている石よりも大きく溝も幅4.5cm、深さ40cmと大 きい。こ

の溝はあるいは屋敷の南側を限るものかもしれない。

SF  770 現存ては3.5m X 2 mの第II期の石柏逍桃である 。長さについては不明で、深さは約

40cmを測り面の整った自然石を使用して 2段程梢んでいる。これまでに検出された石栢遺構と

はやや性格か異ると考えられる 。

SB  753 第 1期に造営されたものて、発掘区のはぱ中央 1間 (l.7m)X2間 (3.Sm)の小

さい礎石建物である 。礎石建物としては規模は小さすぎるので、北側へ延びる可能性かある 。

SF  769、SF771 石粕逍桃で、SF769は 3mX3mとはぱ正方形で上面は削平されてい

る。焼土や灰で埋っており、木の皮に金粉を窪った小片か出土した。SF711は 2mXl.2mの

大きさで、中はこぶし大の石で埋っていた。いすれも第 1期の逍構である 。
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SD  765 やや大きい石を使用した第 1期の石組溝て南北に流れる 。残存長は 4mを測り、 つ

け替えの跡か見られる 。

第 I期の追構は第II期の沿構や後世の攪乱によ って部分的にしか残ってなくて、全体俊をと

らえるには至らなか った。

発掘区は台地たったか、台地下の河川敷 と考えられる所に 川まて束西トレンチを入れた。台

地の斜血には石垣はなく、裾に石か並んでいたたけてあ った。 トレンチ内で検出した追構は石

組溝 SD 767と礎石建物の可能性もある SX 805てある 。そのすく西側は50cm程低くな ってお

り、道路かとも考え られる 小砂利敷か検出された。しかしさらにその西側は小砂利敷とはは・1,;J

レペルなから砂か堆柏していて河川敷たったことを示しており、小砂利敷か道路跡とは断言て

きなし‘o

以上の調介の結呆、はは全 佃にわた って削平されていて 、桓放の規校や建物の構成など不明

な点か多かったか、かなリの規位の掘立柱の建物か検出されたことは 、中世建築の多様性を刀ヽ

すものとして社目される 。

発掘された追物

出土した逍物は 、越前焼、 土師質土器、瀬戸 ・美櫻製品、中国製染付、白磁、肯磁、金）属製

品、1―I製品、木製品等である 。全体に 出土似か少なか った。

越前焼 PL.15 • 16 第11 • 12図

越前焼はこれまての調杏と同様、日常雑器としで珈、快、拙鉢、鉢力出土した。

壺は 7種類程出土 しているか、 56は、｝］[,ij部に貼付突ヽii『を有する知頚壺てある 。なて屈て胴

部か強くりKっている 。｝lIn]部の中利よりやや」ー．に最大径かある 。川には刻印かある 。作り、焼成

ともに悪く十分焼き締って いない。 口径18.5cm、高さ 23.5cmを測る 。57は、同じく知頚壺て

肘カサKり胴部はややゆかんだ筒形になっている 。口径 8cm、高さ 15.4cmである 。59は、徳利

て、口緑はラ ／パ状に開き頸部はやや知く、 1本部はす っしりとしている 。閥さは27.8cmてある 。

17次調介ても、同し器形て小形のものか出土している 。

拙鉢は多数出土している 。68は、口径41.5cm、高さ 18.5cmて、口径の内Ijにやや深く 、口緑

の端部に 凹線か廻る 。描目は 12本単位て間隔かあらい。胎土はやや砂質て焼成もよい。付高台

はないか、新比楊出土例のように古様をとどめている 。69は、 i)<'.いIll［に揺目をつけたものて

ある 。

鉢ては 、tii鉢と同じ形て揺目かないたけの (66) と内約したもの (63) とかある 。後者には

深いものとやや浅いものとかある 。64は、やや異形で腰部かふくらみ口緑部か外反する 。よ

く焼き締って おり茶褐色を呈する 。内側に十字の刻印かある 。

60は、口径21.6cm、高さ 26.6cmを測り、口緑かやや開いた筒形をしている 。火を使用した
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ような跡はみえないか、火桶と名えられる 。はは同じ大きさで口緑か内湾した例 (61) もある 。

土師質土器 PL.15 第13図

土帥質Jlllては、 A ・B ・ C ・ Dの各類か出土している 。A知は数点見出せるたけて、 B類は

肘を押しあてて作ったものと、いわゆる手つ くねのものとかある 。 C類ては口径か 9cm(3寸）

を中心としたC2inか多く 、D1類は10cm (3寸 3分）、12cm (4寸）としたものか多し‘。D2類では

ロ径か25cmをこすものもある 。

土師質羽釜は 10数個出土しており、口径の数1直に多少のハラッキはあるか、今回の出土例で

は12.5cm (4寸）と 9cm (3寸）を中心とするものか多い。羽部から底部にかけで煤か付着し

ており 、実用に伊、されたことは間迩いない（85)。

その他、 土鈴、耳JIil、丸皿等が出土している。

瀬戸・美濃焼製品 PL. 17 第13図

夭目茶碗では、 口径12cm前後の普通の大ぎさのものか多く 、50個体近く出土している 。高台

の削り方によって 2つに分けられ（高台表を平に削ったもの 9点、凹めて削 ったもの 4点）、前

者は全体に丸みかあ り、後者はやや匝線的で口縁下のくひれか強い。また高台かやや高く、高

台表の削りに深い例もある 。他に口径7.5cm程の小天目も 3個体出土している。茶入れ (89) は

高さ5cmで、普通のものより やや小さい。底部近くには渋鉄を塗り、上部には天目釉をかけた

徳利や、大きく開いた鉢も出土している 。

灰釉JIilの出土醤は少なく、口径15cm程で、見込みにカタバミの印花があるもの (90)、同しく

9 cmで、外側に退化した迎弁を線刻て表わしたもの (91) か出土している 。この他底は糸切り

のままで、外側は釉か腰部までしかかか っていない例もある 。92は、染付の写しと思われる

外で、口径7.2cm、高さ 3.2cmを測り、 一東谷で出土する染付杯よりもやや大きい。また青磁碗

の写 しも出土している 。

その他、国産の焼物ては信楽の水指かともみえる破片か出土している 。

中国製陶磁器 PL. 18 第14図挿図 4

染付碗は、外側に樹下人物の図と 雲に人物の図を、見込みには人物の図をやや〈すれた絵な

から手なれたタ ・ノ チで描いたもの (93)や、内側口緑下に菱垣文を廻らし、見込みに菊花を二

輪描き、外側は口縁下に一条の青線を廻らしたたけで、残りの日磁には宝相華らしい暗花を描

いたもの (94) か出土している 。その他、腰部に必唐華文かめ〈るもの、口縁下に雷文を廻ら

しその下に宝相華唐胄Lを発色のよい呉須で描いたもの、見込みにのみ人物像や草花文を描いた

もの、バショウ文の碗等かあり、これらの高台裂には「；低福仮同」 「長命富貫」 「天下太平」

「大明年造」と書かれた例か多い。

皿ては、口径か12cm前後で見込みに菊花のようにな った十字文を配し、外側に宝相華唐草を

廻らしたものと、見込みは褐磨の形をとどめた十字花文で、外側は唐草文を小さく密に回転さ
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せた例か多く出土している 。その

他、碁笥底て外側にパシ ョウ文を

描いたものや、見込みにくすれた

獅イとまりを描いたllll等か出土し

ている 。また、見込みに古祥字の

「寿」 と「伽」 を組み合せて一字

のように書いた例 (95) もある 。

白磁llllはIII類あり、恥台から腰

部かふくらんで立ちあかり、端反

りのもの (96)、高台からはは直線

·~`— 
9℃— 

一J -マ ＆̂9 =•\• 

心”
厚9玲9--勺

;，91よ -
:I(9i炉

9 --.，，t w 
2ょ戸一←｀

麟 ；↓1 乙●紆噸C
挿図 4 染付碗

的に開き、端反りのもの (97)、林笥底のものかある 。 I類は口径12cmの大きさのものか最も多

く(105fllil体）出土して おり、それよりやや大 きい LI径16cmの例もあり、 25個体出土している 。

底部には囮かあるものもある 。IItilは少なく 16個体しか出土していない。

今回の調査では、白磁の外か多く出土した。98は、口径 7cm、高さ 2.8cmで小さい高台かつ

き、見込みの中心を残して円＜釉を ふきとって いる 。口緑部は輪化にな っている 。高台表に囮

の吉祥字か入 っている例かある 。

青磁碗は23個体出土しており、そのはとんどは鉛文か変化した線刻による辿弁をもつものて

ある 。酬台裏は重ね焼きのため釉をふきと っている 。見込みに印花かあるものもあり、釉の色

も計味かか ったものから褐色に近いものまて様々てある 。llll貸ilでは、口径か16cmとやや大きい

稜花皿か 2~ 3個体出土している 。内側口緑近くにヘラ描 きによる位花文か廻っている 。その

他、 高台浪力臼磁釉の菊illlもある 。100は、 厚手の鉢で口径21cm、高さ 10.5cmを測る 。 しっか

りした作りで、 一部火を受けて菟れているか深い緑色に発色している 。口緑下に一条の沈線か

廻っており 、麻台裏は釉かふき取られてり柑胎にな っている。

石製品 PL. 16 挿図 5

石製品は火炉、盤、建築材、 一石h輪塔、硯等か出土しているか、硯の他は輻井て産出する

笏谷石 （火山硬凝灰岩）てある 。104は、火炉（バントコ ）で半面形は 0形をしており、正血

に4個の窓 （同し大 きさのものから推定）か開いている 。内側後壁の中ほどから上には火を受

けた跡かついている 。これをさらに木製の粕に人れて使用したのであろう 。

金属製品 PL. 17 挿図 5

金屈製品は和鏡、提子、巳丁、火淫、金具等か出上している 。102は、直径5.5cm (1寸 8分）

の小形鏡てある 。鉦は亀形鉗で、緑高は 4mmて柏角に立ちあかる 。文様は 2羽の雀と菊、桔梗

か鋳出され、秋華双雀文鏡と考える 。 103は、口径 6cm、高さ4.2cmの銅製提子てある 。口縁は

内側か厚くなっていて 、銅製の弦かついている 。大きさからして泊会用てはなく、油桶に使用
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したものてあろうか。火唸は鉄製のものと、銅製のものと

かあり、鉄製の火税は一対で長さ 32.5cmである 。断面は円

形てある 。銅製の火祝はやや知く 24cmで断面は方形である 。

木製品 PL. 17 挿図 5

木製品ては、漆の椀、鉢、粕、咎、建築材等か出こ1した。

101は、小形の漆」lllで、 口径 9cm、高さ 2.5cmを鼎lる。内側

は朱漆で外側は焦漆地に朱漆て箪花文様を描いている 。鉢

は土圧のため大きく 歪んているか、口径15cm、高さ 6cmを

測る 。外側に見漆を、内側に朱漆を 飲ってあ り、朱漆て．小

さい円を多数描いている 。この種の鉢か、数個体出土した。

漆の盗も出土してお り、 黒漆地に丸に下り藤の蒔絵が施

してある 。この孤は、他の漆製品に比較して格段に品質か

よし‘。

建築材としては、足根を荘＜柿板か多数出土 した。大き

さは長さ 60cm、輻 6cm、厚さ 3mm前後のものか多い。材質

は桧と思われる 。その他板類も多数出土した。
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整 備

昭和51年度は、守院跡 （サイコージ）2300面を、請負工事で芝張や花木の槌栽、アスファル

ト・ソイルセメント ・砕b ・砂利などの舗装をし整価するとともに、アルフォト板製の説明板・

花尚岩製の説明石柱を設沼した。また館跡前1355m汀こ、直営工半で芝張 ・花木などの植栽をし

休憩緑地を造成した。

寺院跡（サイゴージ）整備工 P L. 19 • 20 第15図

第17次発掘調＿在地の寺院跡を整備した。建物跡は、およそ 3つの時期にわけられるか、中央

の南北溝を境として、西側にはIII期の建物跡がよく残 っていたので、下層で検出した I・ II期

の辿構を埋戻 し、上層のIII期の礎石をそのまま露出して 1,‘各iiihした。東側にはII・ III期の建物跡

かよく迅存していなか ったので、 1期の建物跡をうめもどし、真上にその規模を表示した。建

物の時期を区別するため、舗装材料をかえた。西側のIII期の建物跡は、焦色のアスファルトブ

ロノクて緑とりし、内部は砕石基礎にアスファルトで舗装し、東側の下層の建物跡は、茶色の

アスファルトブロ ソクて縁どりし、内部はソイルセメント枯礎に珪石を舗装し整備した。建物

跡の周辺は、中央の南北溝の西側はソイルセメント枯礎に細砂利をしき、東側は埋戻し高麓芝

を植栽して整1iiiiした。

土凰は石垣を補修し、上面に盛土芝張をした。石柏施設、溝は側石を補修、 底にソイルセメ

ントをうち整仙したか、追構の天端の位間か低く、整hiii上うめる必要かあるものは、埋戻し真

上にその位附や規松を表ホした。寺院跡の外の、南側の道路跡は、部分的発掘により位直か確

かめられたのて、埋戻 し未発掘部分も含めて、上1hiに延長40mを復原表示した。図の黒色の石

垣の石、礎石などは、新しく補充、また柏み変えた部分である 。

辿構のないところには、観宜と緑陰をかねて高木のアカマツ、ケヤキ、ヤマモミジ、コウバ

イ、ヤマサクラ、ハクモクレン、ツバキを、また低木のユキヤナキ、ツッジ、サッキ、ハキを

要所にhli栽した。

井戸枠は、発掘査料に）＆つき、同じ材料の笏谷石て 3枯を復）息設買した。なお逍構説明 、案

内のためにアルフォト板製の説明板 l枯と、辿構表示用石杜を 13個作製 し設甜した。

園路工 町並復）息地区と 寺院跡整iliii地区を結ぶ見学 コースの設定のために、延長 184mの園

路を造成した。削iii1 mの通行部分はソイルセメントて舗装し、その詢側に土石を伏設した。

館前植栽芝張工

館跡の西南側に芝生地を造成し、従来の芝生広場をさらに拡張した。芝生には高麓芝を使用

した。南側の50cmはど盛土した 330m'には 、芝曲をするとともに、緑陰や観宜のため、高木の

アカマツ 、ヤナキ、カエデ、ケヤキ、サクラ、低木のヤマブキ、ハキを植栽した。
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『庭訓往来』の断簡

1 970年夏、輻井韮束新町j'：鍋桓 3 番地付近から、西田似氏父 j'は 、狐 ＇｝． • 水滴梯のもの ・ 漆

塑の下駄なとと共に墨冑のあ る紙）『を、は とんど）火に近い状態て発見された。その後西田氏か

ら保管の委託を請けた 当研究所は、州辿県咋察本部鑑識課に相成し、 幸いその好心によ って与：

真撮影に成功した。その与真を東京大学史料紺盆所の桑山沿然氏に見て lJ'」いたところ、『庭訓仕

米』の断簡てあるとの御教ホを得たので、その概要を紹介したい。

紙片は約38片ある 。およそ の順に並べ、 各紙片11)に①～Rの番号を付して以下にそ の文字を

カ、したい。 （ 文字の土の • 印は推定文字、 」 印は行の別 をホし 、 l'lj,｛ん不能の文字 ・ 欠 hl1部分は

ロ、二 印を補した。前欠 ・後欠は示さ ない。）

①裂虎皮J鞭差蠅等為御」行（六H状也）

③依令奔走束（七月、1大往）

⑤―•F也恐I皇謹言」 衛門 ( |石J)

⑦岨千直綴」唐給一封横笛」方（同）

⑨梨可被察」行低与欠所領安堵」参（ 同）

⑪法例引」者可尋明也右」者（同）
1bゑ

⑬政道訴」御在洛之‘lも也」學4人（同）

⑮召符就迫」番三問苔訴」非奉（ 同）

⑰殺害山」 11）j打邸蹂油」也管（同）

②時こコ敬 白」兵部!;g」追半（ブ、月；1人追力 ）

④粕Jlllll ［直亜」,¥.）-m(1五j)

⑥製玄J匂知譴尾」具如（七月；I大込）
．．． 

⑧啓系内之粂」等1依l只自然」謡田舎（八月状往）

⑳規入」j§lj律令武家」宙嶺（同）
X X 

⑫’l改1_1」事人々浪災所」所被（八月状追）
.... 

⑭窮屈更無」賦1公l閤重艤J訴人（同）
X X 

⑯下使者召文調」年々評定管領」就探（同）

⑱流肌K此」れ：人是非被行」外臼逹（ 同）
... 

⑲其鉢殆令」路次者八菓御」上人前（八月状年）⑳陳頭」衣白血垂布」慨□家文(|司 ）

⑳相並弓手妻」調柴伎翻羅」人者打（同） ⑳神主者」者解経紐於土（固）

⑳令参仕言上之」令俯名、点（九月状往）

⑳青写御註轄」訟法II晶涵1池羅」 j.L旬供(|nj)

＠詞者也唱導」輿廿［糸・合御迎也（九月状返）

⑳卓机臨時之郷」様兼日可被」限只得（同）
．． 

⑪仁定令存」家韮頭和尚 」 監~ ( +•月 4大社： ）
X X 

⑬主院主執常」1叩都法印僧正」業l村供（同）
....... 

⑮事期参拝之次候」沙」帥御寮(|司）

⑳改悔之」大法會候拝請」 日唱導度（同）

⑳人等接」也但仏布施井」御助成（同）

⑳義式与欠可有法」道名 （同）

⑳時恐々謹」侍（九月状返力 ）
X 

⑫令都聞」か苔前後羞」焼（同）
9 Dふ l：くそう かう ・・

⑭都糾那」外有職僧綱僧」相伴羅烈之（同）

釦 靖il」無可然之仁低之lltl」布施物ホ被物(;/し以）

⑰布筋匙木綿」香」（ 同） ⑮ 永法被」布施也点心者(|司）

伝経覚箪 『庭訓往来』 （室町中期箪） よりは、 『庭訓仕米註』 （室町末期箪）により近い芍IJ

を示すか （石川松太郎校注 『庭訓往米』平凡社刊）、両者とも異同かある (X印の部分）。

書体 ・伴出の逍物から名えて、戦国時代の 『庭訓往来』の一写本の断簡と考えられる 。
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研 究 所 要 項

l 事 業概 要

1.研究事業

イ．朝介氏迅跡発掘調介

第18次 （瓢町 ）、第19次 （位地予定地）

第20次 （出‘.1-：谷 ）

ロ．朝倉氏逍跡環境丸各i1ii1

サイゴー寺跡、本館前芝及び樹木植栽

ハ ．古文書調介

2. 外部調介指吟

イ．柚山城跡 （南条郡南条町 ）

1976年 4、11月 11染）訊、小野、 吉岡

ロ、桑島館跡 （石 川県 白峰村）

1976年 7、8、9月れIII原

ハ．塩田城 （ 艮野県 1 •911」巾 ）

1976年 6月 WIIJ伐

二．梅田氏庭［点1

1976年 7月 藤原、 小野

ホ．城福寺庭園

1976年 8月 藤原、 小野、 吉岡

へ ．産小屋調介 （牧賀巾 ）

1976年 8月吉岡

ホ． 三 住l町並調＿1t（三国町）

1976年

へ．発掘整仙業lOK9il年記念展

1976年 10月 岡島美術記念館主催

3. 朝倉氏逍跡調査研究協議会

1976年 3月15、16日於輻井

「山城の格備について」

「公園センタ ー建設について」

「賽料館建設について」

4.特別史跡地内現状変更申,ii'iについて

申請件数 10件

主な理由と面柏 家屋新築、庭造成等 999.6m' 

発掘、整備、その他6396 m' 

計 7395.6m' 

II 予算

発掘調介‘fr20000千円

環境整1iii 伐 100OOT—• Pj

研究所伐 858千円

III 組 織 規定

幅井県教育委員会行政組織規則 抜莱

（昭和46年 6月1日

輻井県教育委且会規削第 5サ）
改．1E 昭和46年12月23日教委規削第12号

昭和47年 4月 1日教委規則第 3号

昭和47年10月24日教委規削第 8号

第二節 出先機関 （設笛名称等）

第13条 出先機関として、支局、 へ き地、

複式教育事務所、特殊教育推進事務所

および文化財事務所を置く 。

2. 出先機関の名称、位置および所管区

域は、次表のとおりとする 。

機関の
名 称 位 沼 所 管 区 域

区分

文化財 輻JI・・リ，［教有IJ t;,U （特別史跡

,It務所 朝介氏沿跡調 幅井r1i 一乗谷朝倉氏遺跡

介研究所 の指定区域）

（出先機関の所掌事務）

第15条 各出先機関の所掌する事務は、

次表のとおりとする 。

機関の
所掌事務所

区 分

l.史跡の発掘お よぴ発掘技法

の研究に関するこ と。

2. 史跡のf只境整備およ ぴ迅構

修景の研究に関す ること 。

3 史蹄の出土品の調究およ び

研究に関すること 。

4 中世史の研究に関するこ と。

附則 （昭和47年4月1日教介委i4会規削第 3号）

この規則は昭和47年 4月1日から施行する 。

W 議 員 （昭和52年 3月31日現在）

氏名 官 駿

河原純之 教育庁技術職員 所長 考古

藤原武二 教育庁技術職貝 次長 造園

水藤真 教育庁技術職且 文化財調査員 歴史

水野和雄 教育庁技術職員 文化財調査貝 考古

小野正敏 教育庁技術職員 文化財調在員 考古

岩田陸 教育庁技術職員 文化財調在貝 考古

吉岡泰英 教育庁技術職員 文化財調査員 建築

吉越強 事務補助貝

- 18 -



PL. 1 第18次調査・出土遺物

越前焼大甕



PL. 2 第17次調査・遺構・同整備状況

第 17次調査・遺構

同整備状況
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PL. 4
 

第18次調査・遺構 (2)
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第18次調査・遺構 (3)
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PL. 6 第18次調査・遺構 (4)
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PL 7
 

第18次調査・遺構 (5)
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PL. 8 第18次調査・遺物 (1)
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第18次調査・遺物 (2)
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PL. 10 第18次調査・遺物 (3)
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p L. 11 第19次調査・遺構
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PL. 12 第20次調査・遺構 (1)
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PL. 13 第20次調査・遺構 (2)
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PL. 15 第20次調査・遺物 (1)
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PL. 16 第20次調査・遺物 (2)
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PL. 17 第20次調査・遺物 (3)
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PL. 18 第20次調査・遺物 (4)
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PL. 19 環境整備 (1)

寺院跡整備状況 南から

寺院跡整備状況 東北から



PL. 20 環境整備 (2)
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PL. 21 庭訓往来の断簡
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第1図 発掘調査・環境整備位置図



第2図
第18次調査・遺構全測図(1)
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第 3図 第18次調査・遺構 (2)

7
 

p

69 

3
D
X
 

三げ．．雙応］
゜ §もヽ

叉゚う。`0SK690 

゜

゜
" 0 ． 

゜ SD 



第 4図
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第 5図 第18次調査・遺構 (4)

南立面図及び平面図
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第 6図 第18次調査・遺物 (1)
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第 7図 第18次調査・遺物 (2)
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第 8図 第18次調査・遺物 (3)
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第9図 第20次調査・遺構全測図(1)
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第11図 第20次調査・遺物 (I)
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第12図 第20次調査・遺物 (2)
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第13図 第20次調査・遺物 (3)

▽□□。 ~ I ▽ 72 

□三三/3戸 ―-三一
¥―――̀--;-

い入
76 

言 7 こ
□□□二三？ ロニニ／心
三ー／グ□ r/r こ

85 

□□□□/ 
ー ニ三／

86 

二＼／，l
◎乃）C （へ、こ

~ 

c鸞旦
,-=r=J 90 

土師質皿B類70-72 C類73~77 D類78-83 84丸皿 85耳皿 86土師質羽釜 88天目茶碗 89茶入
90 • 91灰釉皿 92灰釉坪

10cm 



第14図 第20次調査・遺物 (4)
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第15図
環境整備
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